
『菅
家
文
草
』
巻
三
注
釈
稿
（
三
）

佐

藤

信

一

校
異
に
用
い
た
略
号
を
確
認
し
て
お
く
。

【略
号
】

（
内
A
》
…
内
閣
文
庫
A
本
（
底
本
）

（
川
口
》
…
川
口
久
雄
氏
旧
蔵
本

（
内
B
》
…
内
閣
文
庫
B
本

（
尊

A
》
…
尊
経
閣
文
庫
A
本

（
尊

B
》
…
尊
経
閣
文
庫
B
本

（
尊

C
》
…
尊
経
閣
文
庫
C
本

（
尊
D
》
…
尊
経
閣
文
庫
D
本

（
蓬
左
》
…
蓬
左
文
庫
蔵
本

（
別
雷
》
…
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
本

《
道
A
》
」
…
道
明
寺
天
満
宮
蔵
A
本

《
多
A
》
…
多
和
文
庫
A
本

〈
多
B
＞
…
多
和
文
庫
B
本

〈
東
A
＞
…
東
大
所
蔵
A
本

〈
東
B
＞
…
東
大
所
蔵
B
本
．

〈
京

A
＞
…
京
大
所
蔵
A
本

〈
京
B
＞
…
京
大
所
蔵
B
本

〈
陽
明
〉
…
陽
明
文
庫
蔵
本

〈
資
A
＞
…
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
A
本

〈
資
B
＞
…
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
B
本

【本
文
】

瑚
　
中
途
送
レ
春
（
以
下
二
首
行
路
之
作
）

　
春
送
二
客
行
’
客
送
レ
春

　
傷
レ
懐
四
十
二
年
人

　
思
レ
家
涙
落
書
齋
奮

　
在
レ
路
愁
生
野
草
新

　
花
爲
レ
随
レ
時
鹸
色
蓋

　
鳥
如
レ
知
レ
意
晩
蹄
頻

　
風
光
今
日
東
蹄
去

　
一
雨
心
情
且
二
附
陳
’

【校
異
】

客
送
…
送
〔
客
一
字
欠
字
、
右
傍
ヨ
リ
補
入
ス
〕
（
尊
C
》
、
思
…
恩
（
川

口
》
、
齋
…
齋
〔
異
体
字
注
記
ア
リ
〕
《
別
雷
》
、
奮
…
一
字
欠
（
尊
D
》

日

《道
A
》
、
壷
…
書
（
蓬
左
》
、
且
…
旦
（
尊
A
》
《
尊
B
》
《
尊
C
》
、
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附
…
附
〔
右
傍
二

【平
灰
】

「訴
力
」
ト
注
記
ス
〕
（
別
雷
》

●○●○●○○○

●○○●●OO●
○○○○○●●●

○●●○○●●○

●○●○●○●●

●○○●●○○●

◎●◎●◎●◎◎

灰
起
り
。
七
言
律
詩
。
上
平
声
十
一
真
韻
。

【訓
読
】

瑚
　
中
途
春
を
送
る
（
以
下
の
二
首
は
行
路
の
作
）

　
春
は
客
行
を
送
り
客
は
春
を
送
る

　
お
も
ひ

　
懐
を
傷
む
四
十
二
年
の
人

　
家
を
思
へ
ば
涙
は
落
つ
書
齋
替
り
に
た
る
を

　
路
に
在
り
て
は
愁
は
生
ず
野
草
新
た
な
る
を

　
　
　
　
し
た
ロ
　
　
　
　
　
た
め
　
　
　
　
　
つ

　
花
は
時
に
随
は
ん
が
爲
に
飴
色
壷
く

　
　
こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き

　
鳥
は
意
を
知
る
が
如
く
晩
暗
頻
り
な
り

　
風
光
は

今
日
東
蹄
し
去
る

　
　
　
　
ま
さ

　
一
雨
心
情
且
に
附
陳
せ
ん
と
す

【注
釈
】

◇
行
路
…
道
筋
。
顔
延
之
の
「
秋
胡
詩
」
に
「
輻
車
出
二
郊
郭
’
、
行
路
正
レ

威
遅
」
と
あ
る
。

◇
客
行
…
旅
人
の
行
く
こ
と
。
温
庭
巧
「
商
山
早
行
」
に
「
農
起
動
二
征

鐸
一
、
客
行
悲
二
故
郷
一
」
と
あ
る
。

◇
懐
…
近
世
の
も
の
だ
が
、
松
本
愚
山
撰
「
謹
文
須
知
（
実
字
部
ご
に

　
「
懐
　
オ
モ
ヒ
入
れ
ナ
リ
〔
文
選
〕
物
我
倶
忘
ー
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
挙

げ
ら
れ
た
「
文
選
」
の
用
例
は
三
一
巻
「
雑
饅
詩
　
三
十
首
」
の
第
十
八

首
「
物
我
倶
忘
レ
懐
、
可
三
以
押
二
鴎
鳥
’
」
で
あ
る
。

◇
四
十
二
年
人
…
こ
こ
か
ら
想
起
さ
れ
る
表
現
と
し
て
、
潜
岳
、
播
安
仁

の

「
秋
興
賦
」
の
序
「
音
十
有
四
年
、
余
春
秋
三
十
有
二
始
見
二
二
毛
一
」

が
指
摘
で
き
る
。

◇
書
齋
…
書
物
を
読
む
部
屋
。
書
斎
。
道
真
が
「
思
レ
家
」
っ
た
時
に
、

真
っ
先
に
想
起
さ
れ
た
の
が
菅
家
廊
下
の
あ
る
自
ら
の
書
斎
で
あ
っ
た
こ

と
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
杜
牧
「
留
二
題
李
侍
御
書
齋
’
」
に
「
曾
話
二
平

生
志
一
、
書
齋
幾
見
レ
留
」
と
あ
る
。
道
真
自
身
に
も
巻
一
、
二
番
詩
「
臓

月
猫
興
」
に
、
「
可
レ
恨
未
レ
知
二
勧
學
業
’
、
書
齋
窟
下
過
二
年
華
一
」
と
あ

る
し
、
巻
七
に
於
い
て
「
書
齋
記
」
を
著
し
、
父
の
弟
子
た
ち
の
学
問
に

対
し
て
の
無
道
ぶ
り
を
詰
っ
て
い
る
。

◇
花
爲
レ
随
レ
時
～
鳥
如
レ
知
レ
意
云
々
…
こ
う
し
た
「
花
」
と
「
鳥
」
と
の

対
句
表
現
で
先
縦
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
杜
甫
の
「
春
望
」
の
「
感
レ

時
花
濃
レ
涙
、
恨
レ
別
鳥
驚
レ
心
」
と
言
う
一
節
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
は
他

の
箇
所
に
「
家
書
抵
二
萬
金
’
」
と
の
故
郷
の
家
を
偲
ぶ
表
現
も
見
ら
れ
、

状
況
が
類
似
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

◇
意
…
「
類
聚
名
義
抄
」
の
訓
に
「
コ
x
ロ
、
オ
モ
フ
、
オ
モ
ム
ク
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
コ
〉
ロ
」
と
読
ん
で
お
く
。
「
文
選
一
巻
一
班
固
「
西

都
賦
」
序
に
「
蓋
聞
三
皇
漢
之
初
経
管
也
、
嘗
有
二
意
乎
都
河
洛
’
　
」
と

あ
る
。
寛
文
版
本
の
訓
読
で
は
「
意
」
を
コ
コ
ロ
と
読
ん
で
い
る
。

◇
風
光
…
景
色
。
「
白
氏
文
集
」
巻
一
七
「
江
州
赴
二
忠
州
“
、
至
二
江
陵
一
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已
來
、
舟
中
示
二
舎
弟
一
、
五
十
韻
」
に
「
風
光
近
レ
東
早
、
水
木
向
レ
南

清
」
と
、
こ
こ
で
も
「
近
レ
東
」
と
あ
る
。

◇
東
蹄
…
東
の
方
向
に
帰
る
意
。
風
光
が
「
東
蹄
」
す
る
と
は
時
間
の
移

ろ
い
を
言
う
も
の
か
。
類
似
し
た
表
現
と
し
て
、
「
白
氏
文
集
」
巻
六
四

「送
二
常
秀
才
下
レ
第
東
蹄
こ
の
「
東
蹄
多
二
旅
恨
一
、
西
上
少
二
知
音
一
」

を
挙
げ
て
お
く
。

◇
附
陳

…
用
例
未
見
。
「
布
陳
」
な
ら
ば
、
敷
き
並
べ
る
、
転
じ
て
詳
し

く
述
べ
る
。
「
筍
子
」
「
王
覇
」
に
「
所
下
以
爲
布
中
陳
於
二
國
家
’
刑
法
上
者
、

則
畢
二
義
法
一
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
敷
陳
」
な
ら
、
同
じ
く
敷
き
述
べ

る
、
転
じ
て
明
ら
か
に
述
べ
る
。
『
准
南
子
」
「
要
略
」
に
「
分
二
別
百
事

之
微
’
、
敷
二
陳
存
亡
之
機
’
」
と
あ
る
。
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
本
は
「
附
」

に

「訴
力
」
と
注
す
る
が
、
「
訴
陳
」
は
訴
え
述
べ
る
義
。

【口
語
訳
】

鵬
　
旅
の
途
中
で
春
を
送
っ
た
（
以
下
の
二
首
は
道
中
の
作
）

　
巡
り
行
く
春
は
旅
人
の
行
く
こ
と
を
送
る
が
ご
と
く
、
旅
人
は
巡
り
行

　

く
春
を
送
る
よ
う
で
あ
る

　

そ
れ
に
引
き
換
え
想
い
傷
む
四
十
二
歳
の
私
が
い
る

　
書
斎
が
き
っ
と
古
び
て
し
ま
っ
た
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
っ

　
て

家
を
思
う
と
涙
が
落
ち
る

　
庭
の
雑
草
が
新
た
に
生
い
茂
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
違
い
な
い
の
で
道
中

　
に

在
っ
て
も
愁
が
生
じ
る

　
花
は
時
が
移
り
ゆ
く
の
に
随
っ
て
香
も
色
も
尽
き
て
し
ま
う

　
鳥
は
心
を
知
っ
て
い
る
よ
う
に
暮
れ
方
に
頻
り
に
蹄
い
て
い
る

　
風
景
は
今
日
東
の
方
向
に
帰
っ
て
去
っ
て
し
ま
っ
た
〔
時
の
推
移
を
嘆

　
く
意
か
〕

　
去
り
行
く
私
一
人
の
心
情
を
語
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る

【考
察
】

五
行
説
で
東
は
春
に
該
当
す
る
。
だ
か
ら
「
風
光
」
が
「
東
蹄
」
す
る

と
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
先
程
「
風
光
」
で
確
認
し
た
「
白

氏
文
集
」
巻
一
七
「
江
州
赴
二
忠
州
一
、
至
二
江
陵
一
巳
來
、
舟
中
示
二
舎
弟
一
、

五
十
韻
」
に
「
近
レ
東
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
詩
表
現
か
ら
後
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ち
　
ふ

真
の

詠
、
「
拾
遺
集
」
巻
一
六
雑
春
、
一
〇
〇
六
番
歌
「
東
風
吹
か
ば
に

　
　
　
　
　
む
め
の
は
な
あ
る
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
す

ほ
ひ
を
こ
せ
よ
梅
花
主
な
し
と
て
春
を
忘
る
な
」
（
詞
書
、
「
流
さ
れ
侍

け
る
時
、
家
の
梅
の
花
を
見
侍
て
」
）
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
道
真
に
あ
っ

て
は
、
詩
と
歌
と
は
接
近
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

【本
文
】

珊
　
途
中
遇
二
中
進
士
一
便
訪
二
春
試
二
一
二
子
一

　
遇
逢
三
知
友
立
二
中
途
一

　
便
謝
三
諸
生
怨
二
奮
儒
一

　
補
逸
書
篇
三
百
字

　

（補
逸
書
試
題
レ
之
）

　
不
レ
知
三
誼
得
二
一
明
珠
一

【校
異
】

遇
…
遇
〔
右
傍
二
「
適
力
」
ト
注
記
ス
〕
（
別
雷
》
、
篇
…
爲
（
多
A
》
一

字
欠
〈
京
A
＞
、
誼
…
誰
（
多
A
》

【平
灰
】

　
●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
○
　
◎

　
●
　
●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
◎

　
●
　
●
　
○
　
○
　
○
　
●
　
●
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●
　
○
　
●
　
●
　
●
　
○
　
◎

平
起
り
。
七
言
絶
句
。
上
平
声
七
虞
韻
。

【訓
読
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
は

珊
　
途
中
に
中
進
士
に
遇
ひ
便
ち
春
試
二
三
子
を
訪
ふ

た

ま
た
ま

　
遇

知
友
の
中
途
に
立
つ
の
に
逢
ふ

　
す
な
は

　

便
ち
諸
生
の
奮
儒
を
怨
む
を
謝
す

　
補
逸
書
の
篇
三
百
字

　
　
（
補
逸
書
試
に
之
を
題
す
）

　
た
れ

　

証
か
一
の
明
珠
を
得
た
る
か
を
知
ら
ず

【注
釈
】

◇
遇
…
た
ま
た
ま
、
の
意
。
元
積
「
褒
城
騨
二
首
（
二
）
」
に
「
憶
二
昔
萬

株
梨
映
⇔
竹
、
遇
逢
三
黄
令
酔
二
残
春
」
と
あ
る
の
は
、
中
国
で
の
用
例
。

稗
大
典
の
，
『
文
語
解
』
に
「
遇
タ
マ
ノ
本
義
ヨ
リ
〆
レ
轄
ズ
。
遇
く
有
下

以
二
夢
得
事
一
日
レ
上
者
上
、
韓
父
柳
子
厚
墓
誌
、
遇
く
馬
捻
以
二
鄭
滑
府

佐
一
杵
二
中
貴
人
一
、
醇
戎
墓
誌
コ
レ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

◇
知
友
…
知
り
合
い
。
「
史
記
」
「
酷
吏
傳
」
「
務
在
レ
絶
二
知
友
賓
客
之

謂
一
」
と
あ
る
。

◇
中
途
…
路
の
半
ば
。
李
白
の
「
鼓
レ
奮
贈
一
江
陽
宰
陸
調
一
」
に
「
中
途

不
レ
遇
レ
人
、
直
到
二
爾
門
前
一
」
と
あ
る
。

◇
謝
…
第
一
義
に
、
あ
や
ま
る
、
転
じ
て
宥
め
る
。
第
二
義
に
、
聞
き
入

れ
る
、
許
す
。
こ
こ
は
第
二
義
で
採
っ
た
。
用
例
に
「
禮
記
」
「
曲
禮
上
」

の

「
大
夫
七
十
而
致
レ
事
、
若
不
レ
得
レ
謝
、
則
必
賜
二
之
几
杖
こ
「
鄭
注
」

に

「謝
、
猶
レ
聴
也
」
が
あ
っ
た
。

◇
諸
生
…
大
学
寮
に
所
属
す
る
弟
子
の
こ
と
。
「
史
記
」
「
曹
相
國
世
家
」

に

「
壷
召
二
長
老
諸
生
一
、
間
所
以
安
二
集
百
姓
“
如
レ
齊
二
故
俗
一
」
と
あ
る
。

◇
奮
儒
…
年
老
い
た
名
望
の
あ
る
学
者
。
杜
甫
「
贈
二
左
丞
葦
濟
一
」
に

「左
轄
頻
虚
レ
位
、
今
年
得
二
曹
儒
一
」
と
あ
る
。

◇
補
逸
書
…
「
白
氏
文
集
」
巻
四
六
「
書
頒
議
論
状
」
に
収
め
る
文
章
。

「
三
百
字
」
と
は
五
言
三
十
韻
の
詩
を
言
う
か
。

◇
誼
…
「
新
撰
字
鏡
」
の
「
誼
」
の
項
に
タ
レ
カ
と
和
訓
が
付
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
解
釈
し
た
。
ま
た
多
和
文
庫
A
本
は
こ
こ
を
「
誰
」
と
す

る
。
「
白
氏
文
集
」
巻
五
二
「
和
嘗
新
酒
」
に
「
殆
欲
レ
忘
二
形
骸
’
、
誼
知
レ

厩
二
天
地
’
」
と
あ
る
。
清
、
劉
洪
「
助
字
辮
略
」
巻
四
に
「
與
二
距
・

巨
・
鉋
・
渠
’
蚊
通
」
と
す
る
。
た
だ
し
同
義
の
「
距
」
を
と
り
あ
げ
て

「愚
案
此
距
字
猶
レ
云
レ
何
也
。
（
中
略
）
距
得
レ
爲
レ
何
者
、
豊
之
轄
也
」

と
す
る
。
も
と
も
と
の
語
義
は
「
誰
」
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

◇
明
珠
…
光
る
玉
、
転
じ
て
優
れ
た
人
の
謂
。
「
梁
書
」
「
劉
儒
博
」
に

「播
、
字
孝
稚
、
七
歳
能
属
レ
文
、
年
十
四
居
二
父
喪
一
、
殿
痔
骨
立
、
宗

蕪
威
異
レ
之
、
服
関
、
叔
父
瑛
爲
二
義
興
郡
一
摘
二
以
レ
之
官
一
常
置
二
坐
側
一
、

謂
二
賓
客
一
日
、
此
鬼
吾
家
之
明
珠
也
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
表
現

は
元
積
の
詩
に
い
く
つ
か
用
例
が
見
い
だ
せ
る
。
「
酬
二
樂
天
東
南
行
一
詩

一
百
韻
」
に
「
搦
レ
嚢
看
二
利
穎
一
、
開
レ
垢
出
三
一
明
珠
一
」
、
ま
た
「
酬
二
孝

甫
見
一
レ
贈
十
首
（
一
〇
）
」
に
「
開
二
垢
新
詩
一
展
二
大
珍
一
、
明
珠
舷
轄
玉

音
浮
」
と
あ
り
、
「
採
レ
珠
行
」
に
「
海
神
採
レ
珠
珠
毒
死
、
死
憲
明
珠
空
二

海
水
一
」
と
あ
っ
た
。

【口
語
訳
】

珊

・
任
地
に
赴
く
途
中
で
中
進
士
に
遇
っ
た
、
そ
こ
で
春
試
が
ど
う
な

　
っ
た
か
二
三
人
の
結
果
を
聞
い
た

た
ま
た
ま
知
り
合
い
と
道
中
で
行
き
会
っ
た

そ
こ
で
弟
子
達
が
年
老
い
た
学
者
の
出
題
を
う
ら
む
の
を
聞
い
て
や
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っ
た

　
　
ほ
い
つ
し
よ

　
　
補
逸
書
の
篇
で
三
百
字
の
五
言
詩
を
書
け
と
い
う
の
が
問
題
だ
っ
た

　
　
と
言
う
が

　
　
（
補
逸
書
は
試
験
問
題
で
出
題
さ
れ
た
）

　
　
そ
ん
な
古
め
か
し
い
問
題
で
一
体
誰
が
一
人
で
も
明
珠
、
優
れ
た
人

　
　
材
を
得
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い

【考
察
】

　
「
補
逸
書
」
の
全
文
は
「
湯
征
二
諸
侯
一
、
葛
伯
不
レ
祀
、
湯
始
征
レ
之
、

作
一
一
湯
征
“
。
葛
伯
荒
怠
、
敗
レ
禮
疲
レ
祀
。
湯
専
征
二
諸
侯
一
、
肇
但
征
レ
之
。

湯
若
日
、
°
格
爾
三
事
之
人
、
逮
二
干
有
衆
一
、
啓
二
乃
心
一
、
正
二
乃
容
一
、
明

聴
二
予
言
’
。
杏
先
格
王
有
二
舞
訓
一
日
、
緑
無
二
常
荷
一
、
荷
二
子
仁
一
、
頑
無
二

常
享
一
、
享
一
干
敬
一
。
恵
二
乃
道
一
、
保
二
願
邦
一
、
覆
二
乃
徳
一
、
珍
二
願
世
一
。

惟
葛
伯
反
易
二
天
道
一
、
怠
棄
二
邦
本
一
、
虐
二
干
民
’
、
慢
二
干
祠
’
。
惟
肚
稜

宗
廟
、
岡
二
克
尊
奉
’
。
壁
山
川
鬼
祠
、
亦
靡
二
煙
祀
一
。
告
日
、
岡
三
犠
牲
以

供
二
姐
差
一
。
予
昇
二
蕨
牛
羊
一
、
乃
既
二
子
盗
食
一
。
日
、
岡
三
黍
稜
以
奉
二
菜

盛
一
。
予
佑
二
蕨
稼
稿
一
、
乃
困
二
子
仇
餉
’
。
今
爾
衆
日
、
葛
罪
其
如
。
予

聞
日
、
爲
レ
邦
者
、
砥
奉
二
明
祠
一
、
撫
二
綬
蒸
民
一
、
二
者
克
備
、
尚
克
保
二

蕨
家
邦
一
。
呼
、
唐
二
子
祀
一
、
祠
震
レ
怒
、
隷
二
子
虐
一
、
民
離
レ
心
。
頃
縄

契
以
降
、
聾
二
干
百
代
’
、
祠
怒
亟
民
叛
而
不
二
顛
隣
’
者
、
匪
二
我
悠
⇔
聞
。

小
子
履
、
以
涼
レ
徳
欽
二
奉
天
威
一
、
肇
征
二
有
葛
一
。
杏
爾
有
衆
、
克
濟
豚

功
。
其
有
下
傲
二
師
徒
“
、
戒
二
車
乗
“
、
敬
中
君
事
上
者
、
有
二
明
賞
一
。
其
有
下

岡
レ
率
レ
職
、
岡
レ
劾
レ
カ
、
不
レ
襲
レ
命
者
、
有
二
常
刑
一
。
明
賞
不
レ
僧
、
常

刑
無
レ
赦
。
鳴
呼
、
朕
告
汝
衆
、
君
子
監
二
干
弦
’
。
欽
哉
撚
哉
。
罰
及
二
乃

躬
一
、
不
レ
可
レ
悔
」
と
い
う
も
の
（
「
補
逸
書
」
の
本
文
は
朱
金
城
氏
校
注

「白
居
易
集
箋
校
」
に
拠
る
）
で
、
「
書
経
』
「
渇
誓
」
篇
の
「
爾
尚
輔
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
ぢ
ね
が
は

予
一
人
一
、
致
二
天
之
罰
一
」
（
爾
尚
ク
ハ
予
一
人
ヲ
輔
ケ
テ
、
天
之
罰
ヲ

致

セ
）
を
補
っ
て
作
ら
れ
た
作
。
川
口
大
系
は
「
三
百
字
」
と
あ
る
の
は

五
言
三
十
韻
の
古
調
詩
の
こ
と
と
す
る
。
た
だ
詩
の
形
式
の
み
な
ら
ず
、

「補
逸
書
」
の
内
容
自
体
に
も
「
其
有
下
徹
二
師
徒
一
、
戒
二
車
乗
一
、
敬
中
君

事
上
者
、
有
二
明
賞
一
。
」
、
ま
た
「
其
有
一
一
岡
レ
率
レ
職
、
岡
レ
劾
レ
カ
、
不
レ
襲
レ

命
者
、
有
二
常
刑
つ
」
と
い
っ
た
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
に
も
な
り
兼
ね
な
い
内

容
を
含
ん
で
い
た
こ
と
も
考
慮
し
た
い
。

【本
文
】

珊
　
得
二
故
人
書
一
以
レ
詩
答
レ
之
（
以
下
冊
四
首
到
州
之
作
）

　
垢
レ
封
知
三
再
〔
「
再
」
王
ヲ
見
セ
消
チ
シ
テ
改
ム
〕
改
二
風
光
一

　
讃
未
二
三
行
一
涙
敷
行

　
先
悶
三
秀
才
占
二
夏
月
一

　

（傳
聞
藤
秀
才
五
月
可
策
試
）
〔
頭
注
二
「
秀
才
春
海
」
ト
注
記
ス
〕

　
更
思
三
進
士
泥
二
春
場
一

　
寄
レ
身
錐
レ
苦
レ
爲
二
南
郡
’

　
投
レ
歩
猶
レ
安
レ
自
二
北
堂
一

　
努
力
君
心
能
努
力

　
存
亡
臆
レ
在
二
此
文
章
一
・

【校
異
】

冊

…
冊
《
尊
A
》
《
尊
B
》
《
尊
D
》
《
別
雷
》
《
道
A
》
《
多
A
》
、
三
十

《
尊
C
》
〈
多
B
＞
〈
東
A
＞
〈
東
B
＞
〈
京
B
＞
〈
陽
明
〉
〈
資
A
＞
〈
資

B
＞
、
垢
…
一
字
欠
《
尊
D
》
折
〔
右
傍
二
「
垢
イ
」
ト
注
記
ス
〕
（
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

雷
》
折
（
多
A
》
垢
〔
右
傍
二
「
サ
イ
テ
」
ト
注
記
ス
〈
京
A
V
〈
京
B
V

〈資
A
＞
、
占
…
古
《
蓬
左
》
、
春
海
…
呑
海
〈
京
A
＞
〈
陽
明
〉
、
思
・
：
恩
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（
川
口
》
、
苦
…
若
〔
左
傍
二
「
苦
イ
」
ト
注
記
ス
〕
（
別
雷
》
若
（
道

A
》
（
多
A
》
、
郡
…
海
〔
左
傍
二
小
字
ニ
テ
「
郡
」
ト
注
記
ス
〕
（
内

B
》
、
海
（
尊
A
》
（
尊
B
》
（
尊
D
》
（
別
雷
》
（
多
A
》
〈
多
B
＞
〈
東
A
＞

〈
東
B
＞
〈
京
A
＞
〈
京
B
＞
〈
陽
明
〉
〈
資
A
＞
〈
資
B
＞
、
自
…
自
〔
右
傍

二

「省
」
ト
注
記
ス
〕
《
別
雷
》
自
〔
右
傍
二
「
省
イ
」
ト
注
記
ス
〕
〈
京

A
＞
〈
陽
明
〉
、
堂
…
富
（
尊
A
》
（
尊
B
》
（
尊
D
》
、
亡
…
己
（
尊
A
》

（
尊

B
》
（
尊
D
》
、
章
…
草
〔
右
傍
二
「
章
イ
」
ト
注
記
ス
〕
（
別
雷
》

草

（多
A
》

【平
灰
】

○●○●●○●●

○●●○○●●○

○○○○●●OO
●OO●●○○●
●○●●●●●●

○●●○○●●○

◎●◎●◎●◎◎

平
起
り
。
韻
は
「
光
」
「
行
」
「
場
」
「
堂
」
「
章
」
、
下
平
声
第
七
陽
韻
。

第
五
句
「
爲
」
は
灰
字
な
ら
「
た
め
」
、
平
字
な
ら
「
な
す
」
の
義
で
あ

る
。
こ
こ
は
「
自
」
と
対
に
す
る
た
め
「
た
め
」
の
義
で
解
釈
し
た
。
よ

つ

て

灰
字
に
し
て
お
く
。

【訓
読
】

㎜
　
故
人
の
書
を
得
た
り
、
詩
を
以
て
之
に
答
ふ
（
以
下
の
四
十
四
首
は

　
　
州
に
到
り
て
の
作
）

　
　
ひ
ら

　
封
を
垢
き
て
再
び
風
光
の
改
ま
れ
る
を
知
る

　
　
　
　
い
ま

　

讃
み
て

未
だ
三
行
な
ら
ざ
る
に
涙
は
敷
行
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ

　

先
づ
秀
才
の
夏
月
を
占
む
る
こ
と
を
悶
ふ

　

（傳
へ
聞
く
藤
秀
才
五
月
策
試
す
べ
し
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ

　
更
に
進
士
の
春
場
に
泥
み
な
む
こ
と
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
へ
ど

　
身

を
寄
す
る
こ
と
南
郡
な
る
が
爲
に
苦
し
む
と
錐
も

　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　

歩
み
を
投
ず
れ
ば
猶
ほ
北
堂
自
り
安
ん
ず
る
が
ご
と
し

　
つ
と
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
つ
と
め

　
努
力
よ
君
が
心
能
く
努
力
よ

　
　
　
ま
さ
　
　
　
こ

　

存
亡
慮
に
此
の
文
章
に
在
る
べ
し

【注
釈
】

◇
故
人
…
旧
友
。
王
維
「
送
三
元
二
使
二
安
西
“
」
に
「
勧
レ
君
更
壷
一
杯
酒
、

西
出
二
陽
關
一
無
一
一
故
人
“
」
は
著
名
な
例
。

◇
垢
…
川
口
大
系
は
「
折
」
に
作
る
が
、
底
本
の
ま
ま
で
読
ん
で
み
た
。

「垢
」
は
開
く
義
。
「
廣
雅
」
「
稗
話
三
」
に
「
堺
、
開
也
」
と
あ
る
。
詩

文
で
は
韓
愈
「
寄
二
皇
甫
提
’
」
に
「
垢
レ
書
放
二
躰
頭
一
、
涕
與
レ
涙
垂
レ
四
」

と
あ
る
。
一
八
九
「
途
中
遇
二
中
進
士
一
便
訪
二
春
試
二
三
子
一
」
の
「
明

珠
」
で
、
用
例
に
あ
げ
た
元
積
「
酬
二
孝
甫
見
；
贈
十
首
（
一
〇
）
」
に

「開
二
垢
新
詩
一
展
二
大
謬
“
、
明
珠
絃
轄
玉
音
浮
」
と
あ
っ
た
例
が
想
起
さ

れ
る
。

◇
風
光
…
景
色
。
眺
め
。
光
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
叙
述
。
「
白
氏
文
集
」

巻
六
五

「春
來
頻
與
二
李
二
賓
客
一
、
郭
外
同
遊
。
因
贈
二
長
句
“
」
に
「
風

光
引
レ
歩
酒
開
レ
顔
、
送
レ
老
錆
春
嵩
洛
間
」
、
一
同
じ
く
「
白
氏
文
集
」
巻
一

五

「曲
江
酔
後
贈
二
諸
親
故
一
」
に
「
郭
東
丘
墓
何
年
客
、
江
畔
風
光
幾
日

春
」
と
あ
る
。

◇
夏
月
…
夏
の
時
。
こ
こ
で
は
自
注
に
言
う
「
五
月
」
で
あ
ろ
う
。
「
音

書
」
「
車
胤
傳
」
に
「
家
貧
不
二
常
得
；
油
、
夏
月
、
則
練
レ
嚢
盛
二
数
十
螢
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火
一
、
以
照
レ
書
」
と
あ
る
。

◇
藤
秀
才
…
頭
注
に
「
秀
才
春
海
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藤
原
春
海
。
「
尊

卑
分
豚
」
に
拠
れ
ば
「
内
麿
、
曾
孫
、
從
五
位
上
、
大
學
頭
、
文
章
博
士
、

越
後
操
、
母
参
議
滋
野
貞
主
女
」
と
あ
り
、
「
二
中
歴
」
の
第
二
に
「
文

章
博
士
、
（
藤
）
春
海
、
延
喜
二
七
、
從
五
上
」
と
あ
る
。

◇
泥

…
文
化
五
年
刊
松
本
愚
山
撰
「
謹
文
須
知
」
虚
字
部
巻
三
「
ナ
ヅ

ム
」
の
項
に
、
「
泥
、
モ
タ
レ
ノ
ア
ル
「
ナ
リ
。
論
語
錐
二
小
道
一
、
有
レ

可
レ
観
、
致
レ
遠
恐
レ
泥
」
と
あ
る
。
ま
た
、
九
条
本
「
文
選
」
所
載
の
孔

徳
璋

「北
山
移
文
」
の
「
泥
滞
荷
且
」
へ
の
古
訓
に
「
ナ
ツ
ミ
ト
〉
コ
ホ

リ
テ
」
と
あ
る
。
「
な
つ
む
」
と
訓
読
し
て
お
く
。

◇
春
場
…
春
の
穏
や
か
な
場
所
の
謂
い
か
。
転
じ
て
、
生
温
い
場
所
の
義

か
。
李
商
隠
「
公
子
」
に
「
春
場
鋪
交
帳
’
、
下
馬
雑
媒
レ
嬌
」
と
あ
る
。

◇
南
郡

…
本
来
は
郡
名
。
秦
が
置
く
。
湖
北
省
。
た
だ
こ
こ
で
は
こ
れ
か

ら
赴
く
讃
州
に
喩
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
史
記
」
「
項
羽
紀
」
に
「
義
帝
、

柱
國
共
レ
赦
、
將
兵
撃
二
南
郡
一
、
功
多
、
因
立
レ
赦
爲
二
臨
江
生
都
江
陵
’
」

と
あ
る
。
「
白
氏
文
集
」
巻
五
二
「
和
二
微
子
一
」
の
「
和
二
李
勢
女
一
」
に

一
七
・
一
八
句
「
南
郡
忽
二
感
激
一
、
却
立
二
捨
鋒
錐
一
」
及
び
二
五
・
二
六

句
「
南
郡
死
已
久
、
骨
枯
墓
蒼
蒼
」
と
あ
る
。

◇
投
歩
…
六
朝
宋
孝
武
帝
「
拝
二
衡
陽
文
王
義
季
墓
一
」
に
「
投
レ
歩
衿
履
レ

踏
、
畢
レ
目
増
二
凄
清
一
」
。
た
だ
し
「
投
足
」
の
方
が
一
般
的
に
見
ら
れ
る

表
現
。
『
白
氏
文
集
」
巻
六
六
「
香
山
下
ト
レ
居
」
に
「
山
下
初
投
レ
足
、

人
間
久
息
レ
心
」
と
あ
る
。
平
灰
上
は
「
歩
」
も
「
足
」
も
灰
声
で
あ
り

問
題
は
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
の
「
歩
」
と
「
身
」
を
番
え
る
表
現
は
道
真

自
身
が
「
書
斎
記
」
で
「
投
レ
歩
者
進
退
傍
行
、
容
レ
身
者
起
居
側
レ
席
」

と
用
い
て
い
る
。

◇
北
堂

…
後
出
の
文
章
院
と
同
義
か
。
先
例
は
「
白
氏
文
集
」
巻
九
「
秋

懐
」
に
「
月
出
照
二
北
堂
一
、
光
華
満
二
階
塀
一
」
と
あ
る
。

◇
努
力
…
努
め
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
。
李
陵
の
「
與
二
蘇
武
一
」
「
努
力

崇
二
明
徳
“
、
皓
首
以
爲
レ
期
」
、
「
白
氏
文
集
」
巻
一
〇
「
寄
二
微
之
曽

（
三
）
」
「
努
力
各
自
愛
、
窮
通
我
爾
身
」
な
ど
。
多
和
文
庫
B
本
な
ど
の

刊
本
の
送
り
仮
名
か
ら
「
ツ
ト
メ
ヨ
」
と
訓
じ
た
。

◇
南
海

…
南
方
の
海
。
「
詩
経
」
「
大
雅
　
江
漢
」
に
「
干
彊
干
理
、
至
二

干
南
海
一
」
と
あ
る
。
ま
た
「
白
氏
文
集
」
巻
五
六
「
廣
府
胡
尚
書
頻
寄
レ

詩
、
因
答
二
絶
句
一
」
に
は
「
尚
書
清
白
臨
二
南
海
一
、
錐
y
飲
二
貧
泉
一
心
不
レ

回
、
唯
向
レ
詩
得
二
珠
玉
一
、
時
時
寄
二
到
帝
郷
’
來
」
と
あ
り
、
当
該
詩
で

は

な

い
の
だ
が
、
直
前
の
一
八
九
「
途
中
遇
二
中
進
士
“
便
訪
二
春
試
二
三

子
一
」
の
結
句
、
「
不
レ
知
言
巨
得
二
一
明
珠
“
」
と
の
類
似
が
注
意
さ
れ
る
。

【口
語
訳
】

伽
　
旧
友
の
手
紙
を
得
た
、
詩
で
も
っ
て
こ
れ
に
答
え
た
（
こ
れ
以
下
の

　
　
四
十
四
首
は
州
に
到
着
し
て
か
ら
の
作
）

　
封
を
開
い
て
み
て
季
節
が
変
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
も
う
一
度
知
っ
た

　
手
紙
を
読
ん
で
ま
だ
三
行
も
い
か
な
い
う
ち
に
涙
は
数
行
流
れ
て
し
ま

　
っ
て
い
る

　
第
一
に
秀
才
の
試
験
に
於
い
て
あ
る
学
派
が
合
格
者
の
大
半
を
占
め
た

　

こ
と
を
憂
え
る

　

（傳
え
聞
い
た
所
で
は
藤
秀
才
が
五
月
の
試
験
の
出
題
者
だ
そ
う
だ
）

　

さ
ら
に
進
士
の
学
生
が
ぬ
る
ま
湯
に
な
じ
ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
こ
と

　
を
情
け
な
く
思
う

　

こ
の
身
を
寄
せ
て
い
る
の
が
南
の
異
郷
で
あ
る
が
故
に
苦
し
む
と
言
っ

　
て
も
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歩
み
を
投
ず
れ
ば
な
お
都
の
北
堂
、
文
章
院
か
ら
始
ま
っ
て
気
持
ち
も

　
安

ら
か
に
な
っ
て
い
く
よ
う
だ

　
努
力
し
て
く
れ
給
え
君
の
精
神
な
ら
き
っ
と
努
力
出
来
る
筈
だ

　
我
々
の
存
亡
は
き
っ
と
こ
の
学
問
に
在
る
に
違
い
な
い
の
だ
か
ら

【考
察
】

　
冊
四
首

と
あ
る
の
は
、
舟
四
首
に
改
め
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
三
十

四
首

な
ら
二
二
四
番
の
「
春
蓋
」
ま
で
、
ま
た
四
十
四
首
な
ら
二
三
四
番

の

「得
二
倉
主
簿
爲
レ
情
書
一
、
報
以
二
長
句
一
、
兼
謝
二
州
民
不
レ
帰
之
疑
一
」

と
な
る
が
、
こ
の
詩
は
自
注
に
「
以
下
乞
レ
暇
入
レ
京
之
作
」
と
あ
る
通
り

制
作
事
情
が
異
な
る
。
た
だ
「
以
下
」
が
当
該
詩
を
含
む
も
の
と
す
れ
ば
、

二
三
三
番

「観
二
曝
布
水
一
」
と
な
り
、
「
到
レ
州
」
以
下
の
叙
述
が
一
段
落

し
た
後
の
切
れ
目
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
「
投
レ
歩
猶
レ
安
レ
自
二
北
堂
一
」
の
「
自
」
も
「
省
」
の
方
が
わ
か

り
や
す
い
が
、
諸
本
の
大
半
で
「
自
」
に
作
る
。
ヨ
リ
で
読
ん
で
み
た
。

対
に

な
る
「
爲
」
も
助
詞
と
し
て
、
タ
メ
と
訓
じ
た
。
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（付
記
》
注
釈
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
諸
本
の
翻
刻
・
調
査
・
紹
介
を
快

諾
し
て
下
さ
っ
た
内
閣
文
庫
・
尊
経
閣
文
庫
・
東
京
大
学
付
属
図
書
館
・

京
都
大
学
付
属
図
書
館
・
賀
茂
別
雷
神
社
・
陽
明
文
庫
・
多
和
神
社
・
蓬

左
文
庫
・
道
明
寺
天
満
宮
・
京
都
府
立
綜
合
資
料
館
・
川
口
氏
の
各
位
に
、

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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